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令和４年度決算審査
委員長報告

　委員から出された意見について協議を行った
結果、委員会総意としてまとめられたものは次
のとおりです。

・�予算資料と決算資料の記載方法が異なること
が例年見受けられる。見比べる際、名称や回
数が分かりやすい表記にすること

・�事業名については、正式名称を表記すること

・�町税については、予算と決算の差異が大きくな
らないように、社会情勢等を考慮し算定すべき

・�一般会計決算は、歳入歳出差引残額約 14億
円、財政調整基金年度末現在高約 17億円と
一時期の厳しい状況とは違い額が大きい。住
民等がより良い行政サービスを受けられるよ
う、適切な予算措置と執行を検討すべき

・�生垣設置奨励補助等、利用のない事業、また
住宅用火災警報器購入補助やブロック塀等撤
去・築造工事助成金等、利用率の低い事業に
ついては、利用率が上がるよう、申請の簡素
化や制度設計の見直し等工夫をすべき

・�ライフバスと協議し、住民にとって利用しやす
い公共交通とすること

・�アライグマ等による被害が広がらないよう、
対策強化に取り組むこと

・みどりを守るための保全策を講じること

・�公共施設の整備について、特に学校施設の危
険と思われる個所については、計画や学校要
望を精査し、早急に対応すべき

・�学校図書館整備事業では、標準図書充足率の
達成に向け努力すること

・�各公民館へのWi-Fi 整備を求める声に応えら
れていないのでは

・�共生社会の構築に向け、障がい者雇用を推進
すること

　以上が委員総意の意見です。

　なお、採決の結果、一般会計、特別会計及び
企業会計全６件において「賛成総員」もしくは
「賛成多数」として「認定すべきもの」となり
ました。
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令和5年令和5年
第5回 定例会第5回 定例会

（8月28日～9月20日）（8月28日～9月20日）
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が行われました

決算特別委員会とは

一般会計決算額
歳 入

総額

160 億 3670 万 9799 円
（前年度比 1 億 5633 万 7058 円増）

歳 出
総額

146 億 1226 万 7121 円
（前年度比 1 億 2660 万 5282 円減）

委員長	 小松　伸介
副委員長	林　　善美

委員 久保　健二
光下　重之
池上　義典
菊地　浩二
増田　磨美
長野真寿美

吉村美津子
桃園　典子
細谷　光弘
牛丸　藍子
本名　　洋
細田　三恵

町の決算を審査するために設置された委員会です。
議長を除いた 14名の議員で構成されています。
一般会計・特別会計・企業会計の決算認定６件を審査しました。
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【70 歳以上の高齢者・妊婦の移動を支援するた
め、タクシーの運賃やバス回数券の一部を補助
する事業】

予算額� 1400 万円（１万円× 1400人）

決算額� 574 万 3600円（利用 847人）

公共交通利用補助事業

【主な質疑】
問�申請方法として庁舎窓口以外にも出張の窓口や

郵送での対応をするということだったが、それ
ぞれの対応数は。

答�各集会所に出張して対応したこともあり、３
月には申請が500件ほどあり例年になく多
かった。

【地震による倒壊の恐れのあるブロック塀等の
撤去・築造工事を行う所有者に対し、その費用
の一部を助成する】

予算額� 180 万円

決算額� 52 万 7000円（１件）

建築物耐震改修促進事業

【主な質疑】
問�危険度の高いところから順次所有者に事業の案

内をしていくということだったが、何件に訪問
されたか。

答�７件ほど訪問した。
問 当初予算審査の際に、町内全域で29ヵ所を確認

しているということだったが、既に対応済みの
４ヵ所を除くと残りは25ヵ所なのではないか。

答�29ヵ所中14ヵ所に関しては緊急性が低いと判
断したため15ヵ所である。

【平成18年5月以前に建築された住宅等が対象】

予算額� 50 万円　1万円× 50件

決算額� 12 万円　18件

住宅用火災警報器購入補助

【主な質疑】
問�予算50件に対して少なかった要因は。
答�自宅が補助対象なのか分からない方や自分で設
置できないと感じる方がいるためと考える。

問事業に対する今後の周知は。
答�自分で設置できない方は消防本部との連携し、
周知啓発を続ける。

国の交付金による水道料金基本
料の減免や学校給食費の無償は評

価できるが町独自の政策展開も必要だった。ま
た、公共交通の抜本的な改善は進んでいない。
三芳スマート ICのアクセス道路を含め全町的な
交通安全対策も重要。14億円の繰越額は大きく
住民サービスに使われるべきだった。

日本共産党
実質収支は 14 億円の黒字、自

主財源比率は 67％となった。単
年度財政力指数は 1.056で不交付団体となった
ことは評価できる。財政負担増は確実なため不
断の行財政改革に取組みながら基金の積み上げ
等を増やす必要がある。財政力指数の計画的な
向上を目指し持続可能な財政運営を期待する。

三芳みらい賛
成

【交通事故防止に向けた歩行者および自転車へ
の安全啓発の実施や補助】

予算額� 10 万円（1000円× 100人）

決算額� 6 万 2900円（63人）

交通安全啓発事業

【主な質疑】
問�予算では100人分計上されていたが63人分の利

用だったが、その結果をどの様に捉えているか。
答�様々な形で啓発してきたが、4月より着用が努力
義務となり高齢者の購入も増えたことで、ヘル
メットが品薄となり購入にも影響が出たようだ。

問�購入後の補助金の申請手続きが大変で高齢者や
その家族の方が困っている声があるが今後手続
きの仕方に変更はないか。

答�その様な事実もあるため、現在インターネット
でした場合でも臨機応変に対応するようにして
いる。

「自転車用ヘルメット購入補助金」
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【樹木の植栽による沿道緑化のほか、住民・事
業者の宅地内植樹を促進し、みどり豊かな美し
いまちづくりを推進した。】

予算額　苗木　2000円×1000本×1.10
� 220 万円

決算額　苗木　　　　　　 �730本
� 129 万円

緑化推進事業

【住民が令和の森公園を安全で快適に利用できる
ように、遊具・トイレ等の修繕等を行いドックラ
ン整備工事・アスレチック整備工事等を行った。】

予算額� 4039 万円

補正予算額� 1272 万円

決算額� 5302 万円

令和の森公園施設管理・整備事業

アスレチック整備工場が加わり

【文化財保護のため茅葺屋根の差し茅工事の実施】

予算額� 1760 万円

決算額� 1500 万円

旧島田家住宅茅葺屋根差し茅工事

【主な質疑】
問�差し茅工事は期間内で終わったのか。
答�予定工期で済んだ。
問�何年もつのか。
答�10年から15年程度。

【ゼロカーボンシティの実現に向けて再生可能
エネルギーや電気自動車の導入を促進する】
「次世代自家用車購入補助」

予算額� 100 万円（５万円× 20件）

決算額� 65 万円（５万円× 13件）

地球温暖化対策推進事業

【主な質疑】
問�次世代自家用車購入補助の利用率が低かったが、
どのように捉えているか。

答�ゼロカーボンを目指す取組みの一つとして重要で
あることから、今後も周知方法を検討していく。

地球温暖化が進む中、平地林や
畑保全の施策が求められている

が、開発優先の町政となっている。福祉施策に
乏しい町でもある。他自治体では 18 歳までの
医療費の無料化が進んでいる。当町でも実施す
べきだ。補聴器購入への助成も行うべきで、もっ
と町民の暮らしに税金を使うべきだ。

吉村美津子 
世界情勢が不安定な中だが、町

においては主要財源となる町税も
前年度を上回るなど回復傾向がみられた。中止
となった事業もある中でドッグラン・アスレチッ
ク広場、ふれあいクーポン券の増額、学校給食
費の減免など住民生活支援とニーズに合った事
業が実施されており賛成する。

公明党賛
成

一般会計
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公営企 業会計

水道事業会計
収益的収支：収入は、水道料金や接続料金等の収入。

支出は、水をつくる為に掛かる費用な
ど。

資本的収支：収入は、債券発行など。支出は、水道
施設や水道管等の布設、更新費用など。

下水道事業会計
収益的収支：収入は、下水道使用料、一般会計繰入

金など。支出は、下水道管等の維持管
理など。

資本的収支：収入は、水道事業と同じで債権発行な
ど。支出は、企業債元金償還金、下水
管等の建設費、改良、更新費用など。

区　　分 総　収　入 総　支　出

水道事業会計
収益的収支 ８億3050万　408円 ８億　378万 1508円
資本的収支 １億7291万 8460円 ５億　　74万 8404円

下水道事業会計
収益的収支 ８億1311万 2920円 ７億 1617万 7793円
資本的収支 9131万 1061円 ２億 3531万 9297円

約 578万円純利益をあげたが、
今後営業費用を営業収益で賄えな

いとの見通しが不安だ。しかし、町水道事業は
他市にはない困難性がある中で経営の健全性・
効率性等で高水準を維持してきたことは特筆に
値する。料金引下げ議論は収益性・財務状態等
多面的に検討しすすめるべきだ。

日本共産党賛
成 新型コロナウイルス感染症緊急

対策支援措置の補助金で水道料金
の基本料金の免除が半年間行われた。免除を求
めてきたので評価する。現金及び預金が 12 億
円余もある。家庭の水道料金の基本料金の免除
をもう半年間続けるべきだ。県水の値上げが提
案されても住民への転嫁はしないこと。

吉村美津子 賛
成

水道事業会計の主な事業
※水道料金の基本料金を合計６か月分減免した。
　（一般会計からの繰入額、約 5752万円）
※�竹間沢東地区の水道管耐震化工事約 780 ｍ、そ
の他導水管布設替え工事 520mを行った。

【主な質疑】
問�有収水量（料金徴収対象水量）が減少した理由は。
答�半導体メーカーが水道水のリサイクル設備を通年で
稼働した影響によるもの。

問�町内の水道管でポリエチレン管に替わっている総延
長と割合は。

答�全体の管路延長が137.96㎞、その中でポリエチレ
ン管が12.625㎞、全体の約９％になる。

下水道事業会計の主な事業
※�公共下水道管テレビカメラ調査業務委託、藤久保
地内公共下水道管渠（汚水管）補修ほか、荒川右
岸流域下水道事業など。

【主な質疑】
問�公共下水道管テレビカメラ調査の結果は。
答�早急に改築・修繕する必要な箇所はなかった。
問�利息及び配当金の６万5000円の運用元本は。
答�１億円を定期預金に、利率0.065％で運用。
問�繰上償還出来る位の200万を何故起債をするのか。
答�更新事業に係る支出の２分の１に当たる部分を起債
することとしている。

ことば
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特別会計
国民健康保険特別会計決算

介護保険特別会計決算

後期高齢者医療特別会計決算

歳入総額� 36 億 4107万　347円

歳入総額� 29 億 1639万 6841円

歳入総額� 10 億 9262万 4710円

歳出総額� 35 億　980万 7410円

歳出総額� 27 億 4263万 2418円

歳出総額� 10 億 6809万 6608円

★ 国民健康保険の被保険者数は年々減少している。
今年度決算額は、歳入で前年度比 4.5% の減、歳
出で前年度比４％の減少となっている。実質収支
額 は、 約 １ 億 3126 万 円 の 黒 字（ 前 年 度 比
14.9％の減）となった。

令和２年度 令和３年度 令和４年度
被保険者数
（平均） 8198人 7908人 7481人

一人当たり
の金額 434,466 円 481,982 円 486,709 円

★ 後期高齢者保険の被保険者数は、年々増加してい
る。今年度決算額は、歳入で前年度比 15％の増、
歳出で前年度比 14.5％の増となった。実質収支
額は、約 2453 万円の黒字。

令和２年度 令和３年度 令和４年度
被保険者数
（平均） 5530人 5822人 6108人

一人当たり
の金額 97,039 円 163,143 円 178,884 円

介護給付費準備基金残高が３億
6000万余とある。

2020 年度決算では不用額もあり、歳入歳出
差引額は１億 7376 万 4423 円となっている。
来年度は、介護保険料の改定の年になる。基金
を取り崩して第１号被保険者（65歳以上）への
値上げは行わないよう強く求める。

吉村美津子 賛
成

後期高齢者医療制度は 75 歳以
上の高齢者を切り離し別保険にす

る差別的な制度である。令和４年度は均等割額
が４万1700円から４万4170円に、所得割率
は 7.96％から 8.38％へと引き上げられた。10
月からは一定所得以上の人は窓口負担が１割か
ら２割になったことから決算認定に反対する。

日本共産党
令和４年度は国民健康保険税の

賦課限度額が医療分は 61 万円か
ら 63 万円、介護分は 16 万円から 17 万円へと
引上げられた。高額所得ではない世帯まで対象
になってしまう。１億3126万 2937円の黒字
決算であり、賦課限度額の引き上げをする必要
は無かったと判断し決算認定に反対する。

日本共産党

【主な質疑】
問�高額介護サービス費は前年度より増えているが、要

因は。
答�利用者が増加し一人当たりの利用金額も増えて、結
果高額介護サービス費の上限を超える方が増えてい
る。
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町民の皆さんから
いただいた声をもとに

実施します
交通安全のため、道路区画線や交通安全施設等の交通安全のため、道路区画線や交通安全施設等の

整備や修繕工事を実施します。整備や修繕工事を実施します。
町内4地域　町内4地域　1512万円1512万円

1

町道幹線14号線
北永井地内　みはち自治会周辺

T字マーク、十字マーク、
文字（カーブ注意）（止まれ）、
グリーンベルト（歩道帯）

区画線工事

3

町道上富114・174・192号線
上富地内　関越自動車道西側道

ハンプ設置、
滑り止め舗装　文字（ハンプ注意）

ラバーポール設置48本

路面凸部設置工事

2

町道上富49号線、61号線
上富地内　多福自治会周辺

T字マーク、十字マーク、
文字（交差点注意）（止まれ）、
グリーンベルト（歩道帯）

区画線工事

4

町道上富243・69号線
上富地内　関越自動車道周辺道路

関越自動車道下部トンネル高さ制限標識設置　3基
建柱式　2基、建柱式両面　１基

制限標識設置工事

ひび割れ補修工事トンネルの安全管理のため
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令和5年度　三芳町一般会計補正予算（第4号）
歳入歳出予算にそれぞれ１億1004万7000円を追加し歳入歳出予算総額142億3255万6000円とする。

町民の税金でスマート IC の開
通記念式典を406万 6000円か

けて行う。大型車の通行に対して、多くの町民
が反対をしてきた。今からでも大型車の通行は
止めるべきだ。このような中での盛大な式典は、
町民の理解は得られない。町民の暮らしにこそ
税金を使うべきだ。

吉村美津子

庁舎敷地の枯れ木の伐採や植栽を行う。
� 281 万円

庁舎第 2駐車場枯れ木伐採業務委託料

【主な質疑】
問�枯れ木伐採の本数は。
答�1本。
問�植栽工事の内容は。
答�庁舎周辺にソメイヨシノとしだれ桜合わせて
約30本植える。

園児の乗車、降車時の見落とし防止対策
のため送迎用バスへの安全装置の設置補
助及び物価高騰の影響を受ける保育施設
等の支援をする。
＊認定こども園
＊認可施設 8 カ所　認可外施設 5 カ所
 計 264万円

民間保育所等支援事業

物価高騰（食品等）などで影響を受ける
子育て世帯（非課税世帯）への国からの
給付金。
 485 万円

子育て世帯生活支援特別給付金支給事業

【主な質疑】
問�5万円×97人の増額の要因は。
答�家計急変等で50人と見込んでいたが不足が想
定されるため。

三芳スマート ICフル化供用にあわせて、
開通記念式典を実施する。
 406 万円

スマート IC利便性向上促進事業

【主な質疑】
問�式典の実施時期はいつか。
答�未定だが、式典とセレモニーを行う。

幹線 14号線からの入口幹線 14号線からの入口

現在のスマートICの入口現在のスマートICの入口
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さくらねこチケット活用の実現を
公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

環
境
問
題
を
見
据
え
た
動

物
基
金
の
活
用
に
つ
い
て

問

令
和
３
年
第
７
回
定
例
会
に

お
い
て
、
動
物
基
金
へ
行
政
枠
と

し
て
の
登
録
と
、
さ
く
ら
ね
こ
チ

ケ
ッ
ト
の
活
用
を
提
案
し
た
が
そ

の
後
の
検
討
状
況
は
。

答

環
境
課
　
現
在
行
政
枠
の
取

得
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
る
。

問

猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
で
も

さ
く
ら
ね
こ
チ
ケ
ッ
ト
が
活
用
出

来
る
よ
う
に
町
の
支
援
体
制
を
構

築
し
て
は
ど
う
か
。

答

町
長
　
提
案
頂
い
て
か
ら
２

年
間
か
け
て
調
査
研
究
し
て
き
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
導
入
す
る
予
定

で
進
め
て
い
る
。

水
道
管
路
の
維
持
管
理

問

布
設
替
え
の
判
断
基
準
は
。

答

上
下
水
道
課
　
実
使
用
年
数

60
年
を
基
準
と
し
て
い
る
。

問

適
切
な
維
持
管
理
の
為
A
I

劣
化
診
断
を
実
施
し
て
は
。

答

上
下
水
道
課
　
A
I
を
活

用
し
て
い
る
企
業
体
の
取
組
み
の

経
緯
を
注
視
し
つ
つ
町
の
事
業
に

合
致
す
る
の
か
見
定
め
て
い
く
。

問

配
水
管
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
必
要
性
へ
の
考
え
は
。

答

上
下
水
道
課
　
検
討
す
べ
き

時
期
と
考
え
る
。

問

更
新
費
用
の
財
源
は
。

答

上
下
水
道
課
　
財
源
確
保
に

大
き
な
課
題
を
感
じ
て
い
る
。

問

財
源
確
保
の
一
つ
と
し
て
企

業
参
加
型
の
三
芳
町
の
飲
料
ボ
ト

ル
を
製
造
し
て
は
ど
う
か
。

答

町
長
　
官
民
連
携
は
大
事
と

考
え
る
。
企
業
参
加
型
の
ラ
ベ
ル

等
協
賛
で
作
る
な
ど
研
究
し
て
い

き
た
い
。

教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

教
育
相
談
に
つ
い
て

問

新
た
に
配
置
さ
れ
た
心
理
専

門
員
等
に
、
保
護
者
が
相
談
し
や

す
い
体
制
作
り
や
周
知
等
の
環
境

整
備
を
し
て
は
。

答

教
育
長
　
積
極
的
に
保
護
者

に
周
知
す
る
と
共
に
一
層
心
理
専
門

員
に
相
談
し
や
す
い
体
制
作
り
を
目

指
し
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

学校の常識を見直す時代へ牛 丸 藍 子
 うし まる あい こ

輝

校
則
の
現
状
に
つ
い
て

問

校
則
制
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答

学
校
教
育
課
　
権
限
は
校
長

だ
が
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
考

え
方
、
地
域
の
状
況
や
社
会
時
代

の
進
展
を
踏
ま
え
て
見
直
す
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

問

校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て
教

職
員
か
ら
の
意
見
は
。

答

学
校
教
育
課
　
現
在
の
社
会

に
そ
ぐ
わ
な
い
規
定
や
児
童
生
徒

へ
過
度
な
負
担
・
熱
中
症
リ
ス
ク

が
高
ま
る
規
定
な
ど
を
見
直
す
意

見
が
出
て
い
る
。

問

養
護
教
諭
の
見
解
を
伺
う
な

ど
専
門
的
な
視
点
か
ら
校
則
を
見

直
し
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課
　
生
徒
指
導
部

会
に
養
護
教
諭
も
含
め
、
見
解
を

問
い
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
校
則
が
公

開
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
公
開
す

る
予
定
は
。

答

学
校
教
育
課
　
校
則
の
見
直

し
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
を
進
め
、
公
開
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

問

校
則
の
法
的
根
拠
は
。

答

学
校
教
育
課
　
特
に
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

問

校
則
を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と

で
合
理
的
な
指
導
が
で
き
る
と
考

え
る
が
。

答

学
校
教
育
課
　
児
童
生
徒
も

校
則
の
見
直
し
に
参
加
し
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
資
質
能
力
を
高

め
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
校
則
の

見
直
し
は
合
理
的
な
指
導
に
繋
が

る
と
考
え
る
。

問

学
校
指
定
品
の
各
家
庭
の
負

担
に
対
す
る
認
識
は
。

答

学
校
教
育
課
　
経
済
的
負
担

が
過
重
で
な
い
か
各
学
校
で
検
討

し
て
い
る
。

問

自
主
選
定
に
す
る
こ
と
で
快

適
な
状
態
で
教
育
を
受
け
ら
れ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

学
校
教
育
課
　
質
の
良
い
物

を
選
定
し
て
い
る
が
、
個
別
の
事

情
や
状
況
に
よ
り
家
庭
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う

学
校
に
指
導
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
制
服
に
つ
い
て
②
生
徒
会
に
つ

い
て

ズバリ！町政を問う 一 般 質 問
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かえって「危険」黄色のポール菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

問

町
の
道
路
に
黄
色
の
ポ
ー
ル

が
立
っ
て
い
る
。
正
式
名
は
ボ

ラ
ー
ド
と
い
う
が
、
こ
れ
と
赤
の

柔
ら
か
い
ポ
ー
ル
が
あ
る
が
ど
う

使
い
分
け
て
い
る
か
。

答

道
路
交
通
課
　
交
通
安
全
対

策
と
し
て
進
入
禁
止
や
通
行
制

限
・
誘
導
等
を
目
的
と
し
て
視
覚

的
な
明
示
が
必
要
な
箇
所
に
設
置

し
て
い
る
。

問

町
に
立
っ
て
い
る
ボ
ラ
ー
ド

は
N
型
ボ
ラ
ー
ド
と
い
っ
て
耐
衝

撃
性
が
な
い
。
事
故
が
起
き
た
時

に
、
ボ
ラ
ー
ド
が
折
れ
曲
が
っ
て

し
ま
い
車
が
歩
道
ま
で
行
っ
て
し

ま
う
が
、
こ
れ
で
歩
行
者
の
安
全

を
守
れ
る
か
。

答

道
路
交
通
課
　
歩
車
道
境
界

の
区
別
を
視
覚
的
に
強
調
す
る
こ

と
が
第
一
の
役
割
で
、
車
両
が

誤
っ
て
歩
道
を
通
行
し
な
い
よ
う

誘
導
す
る
仕
様
と
し
て
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
。

問

こ
の
ボ
ラ
ー
ド
で
本
当
に
歩

行
者
を
守
れ
る
か
。

答

道
路
交
通
課
　
あ
る
程
度
強

度
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問

こ
の
ボ
ラ
ー
ド
の
設
置
に
よ

り
歩
道
の
有
効
幅
員
が
65
㎝
し
か

な
い
場
所
も
あ
る
。
車
椅
子
利
用

者
や
シ
ル
バ
カ
ー
利
用
者
な
ど
は

ボ
ラ
ー
ド
が
あ
る
と
歩
道
を
通
れ

ず
車
道
に
出
て
通
行
す
る
よ
う
だ

が
、
危
険
性
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。答

道
路
交
通
課
　
ボ
ラ
ー
ド
の

設
置
が
最
善
策
。
こ
れ
に
伴
い
走

行
が
困
難
な
方
は
、
そ
の
分
は
よ

け
て
、
安
全
に
通
行
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
歩
行
者
以
外
の
通
行
に

支
障
が
あ
る
と
指
摘
が
あ
っ
た
の

で
、
検
証
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

問

誰
に
と
っ
て
も
安
全
な
交
通

環
境
が
必
要
だ
が
、
こ
の
ボ
ラ
ー

ド
に
衝
突
し
て
し
ま
う
車
両
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
。
町
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

答

町
長
　
ボ
ラ
ー
ド
は
路
側
帯

側
に
立
っ
て
い
る
。
安
全
運
転
、

ス
ピ
ー
ド
を
守
り
脇
見
し
な
け
れ

ば
、
ぶ
つ
か
ら
な
い
。
運
転
者
に

は
今
ま
で
以
上
に
気
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

ボラードボラード

議員の持ち時間は 60分以内です。
紙面の都合上、ほんの一部の掲載となります。
QRコードから YouTube で動画をご覧いただけます。

P.10
菊地浩二議員
かえって「危険」黄色のポール

P.11
桃園典子議員
さくらねこチケット活用の実現をP.14

久保健二議員
小中体育館へのエアコン導入決定

P.11
牛丸藍子議員
学校の常識を見直す時代へP.14

小松伸介議員
安心安全に繋がる防犯カメラ設置

P.12
吉村美津子議員
学校の統廃合計画はやめるべきP.15

本名　洋議員
三芳スマート ICの交通安全は

P.12
長野真寿美議員
学童保育についてP.15

増田磨美議員
子どもの学校生活を守れ

P.13
林　善美議員
猫の保護に関する取組についてP.16

光下重之議員
世界農業遺産とゴミ不法投棄処理

P.13
細田三恵議員
こぶしの里についてP.16

細谷光弘議員
火災予防対策等について

定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。ズバリ！町政を問う 一 般 質 問
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猫の保護に関する取組について林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

問

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
町
の

認
識
は
。

答

環
境
課
　
有
効
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連

携
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

答

環
境
課
　
町
内
に
団
体
は
な

い
。
個
人
で
活
動
し
て
い
る
方
と

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

問

町
内
の
多
頭
飼
育
崩
壊
の
現

状
に
対
し
て
の
認
識
は
。

答

環
境
課
　
令
和
４
年
度
は
な

い
。
複
合
的
な
要
因
が
あ
る
た
め
、

他
部
署
や
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
対
応
す
る
。

問

ど
う
ぶ
つ
基
金
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

答

環
境
課
　
行
政
枠
を
取
得
し
、

支
援
し
て
い
く
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て

問

検
査
結
果
は
。

答

上
下
水
道
課
　
今
年
度
か
ら

年
に
１
回
検
査
を
実
施
。
７
月
に

５
か
所
の
井
戸
を
検
査
し
、
不
検

出
（
定
量
下
限
値
未
満
）。

問

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
含
む
泡
消
火
薬

剤
が
使
用
さ
れ
て
い
る
施
設
は
。

答

環
境
課
　
防
火
対
象
物
５
か

所
、
危
険
物
の
製
造
等
10
か
所
。

消
防
本
部
へ
は
消
火
方
式
を
届
け

出
る
た
め
使
用
薬
剤
の
詳
細
は
把

握
し
て
い
な
い
。

問

市
中
在
庫
量
の
把
握
に
つ
い
て
。

答

環
境
課
　
全
国
的
な
課
題
で

あ
る
た
め
国
の
動
向
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

埼
玉
県
お
も
い
や
り
駐
車

場
制
度
に
つ
い
て

問

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

福
祉
課
　
障
が
い
者
、
高
齢

者
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
に
利
用
証

を
交
付
す
る
。
駐
車
区
画
の
適
正

利
用
が
推
進
で
き
る
。

問

公
共
施
設
の
優
先
駐
車
区
画

の
整
備
計
画
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
庁

舎
南
側
に
２
台
分
を
整
備
。
そ
の

他
の
施
設
は
適
正
利
用
の
状
況
を

踏
ま
え
、
必
要
な
施
設
に
は
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

こぶしの里について細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

「
ほ
た
る
育
成
会
」
が
解
散

し
た
が
、
会
存
続
の
た
め
に
町
は

応
援
で
き
な
か
っ
た
か
。

答

観
光
産
業
課
　
町
は
会
に
対

し
補
助
金
支
給
と
P
R
等
を
行
っ
て

き
た
。
組
織
内
の
高
齢
化
が
理
由
と

の
報
告
を
受
け
、
大
変
残
念
な
の
だ

が
、
今
回
は
会
の
方
針
を
尊
重
し
た
。

問

ほ
た
る
観
賞
を
継
続
し
て
い

く
た
め
の
検
討
は
。

答

観
光
産
業
課
　
提
案
型
事
業

委
託
制
度
を
活
用
し
「
竹
間
沢
こ

ぶ
し
の
里
・
ほ
た
る
育
成
事
業
」

と
し
て
募
集
を
行
う
。

問

「
こ
ぶ
し
の
里
」
の
整
備
は

今
後
も
進
め
て
い
く
の
か
。

答

都
市
計
画
課
　
現
地
を
点
検

し
た
と
こ
ろ
、
手
す
り
や
足
場
の
傷

ん
で
い
る
部
分
が
あ
り
修
繕
す
る
予

定
。
ま
た
、
池
や
「
こ
ど
も
の
川
」

の
浚
渫
、
樹
木
剪
定
の
植
栽
管
理
等
、

多
く
の
課
題
に
向
き
合
う
時
期
に
来

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

暑
さ
対
策
に
つ
い
て

問

教
職
員
や
児
童
へ
の
共
通
意

識
に
取
組
ん
で
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課
　
教
育
活
動
全

体
で
随
時
取
組
ん
で
い
る
。

問

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
持
ち
込

み
等
の
対
策
に
向
け
た
学
校
の

ル
ー
ル
の
緩
和
は
。

答

学
校
教
育
課
　
徐
々
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
｛
人
生
会
議
｝
の

普
及
・
啓
発
に
い
て

問

人
生
会
議
の
重
要
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答

健
康
増
進
課
　
人
生
の
最
終

段
階
で
受
け
る
医
療
や
ケ
ア
等
に

つ
い
て
、
ご
本
人
や
家
族
等
の
意

思
を
尊
重
で
き
る
こ
と
か
ら
も
重

要
と
考
え
る
。

問

普
及
啓
発
の
取
組
み
と
し
て

ど
の
様
な
課
題
が
あ
る
か
。

答

健
康
増
進
課
　
一
般
の
方
だ

け
で
は
な
く
、
医
療
従
事
者
等
も

認
知
度
が
低
い
と
言
う
調
査
結
果

が
出
て
い
る
。
住
民
へ
の
周
知
だ

け
で
は
な
く
、
医
師
会
や
介
護
事

業
所
等
と
も
連
携
し
進
め
て
い
く
。

優先駐車区画優先駐車区画

もしものことをもしものことを
考えたことがあ考えたことがあ
りますか？りますか？

ズバリ！町政を問う 一 般 質 問
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学校の統廃合計画はやめるべき𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
よしむら  み    つ    こ

　
学
校
の
統
廃
合
問
題
を
審
議
す
る

「
学
校
再
編
等
審
議
会
」
が
２
年
任

期
で
設
け
ら
れ
た
。
町
の
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
で
は
、
上
富
小

学
校
、
竹
間
沢
小
学
校
、
三
芳
小
学

校
、
藤
久
保
中
学
校
の
４
校
が
廃
止

の
方
向
だ
。
学
校
の
統
廃
合
問
題
は
、

住
民
の
声
か
ら
で
は
な
く
、
国
の
教

育
予
算
を
削
減
す
る
た
め
に
推
し
進

め
て
い
る
こ
と
だ
。
よ
っ
て
、
学
校

の
統
廃
合
問
題
に
対
し
て
反
対
の
立

場
で
質
問
す
る
。

問

上
富
小
学
校
の
良
い
点
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
学
級
の
人
数
は
学

ぶ
の
に
理
想
で
あ
り
、
発
言
力
が

身
に
付
き
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童

を
よ
く
見
て
あ
げ
ら
れ
る
。
現
在
、

不
登
校
児
童
は
一
人
も
い
な
い
。

避
難
場
所
や
地
域
の
交
流
の
場
で

も
あ
る
。
町
長
は
こ
の
メ
リ
ッ
ト

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

答

町
長
　
い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
と
思
う
。

問

竹
間
沢
小
学
校
の
児
童
数
が

増
え
た
時
に
は
統
廃
合
は
な
く
な

る
と
捉
え
て
よ
い
か
。

答

学
校
教
育
課
　
状
況
を
見
な

が
ら
判
断
し
た
い
。

問

三
芳
小
学
校
と
三
芳
中
学
校

を
一
つ
と
す
る
小
中
一
貫
校
は
止
め

る
べ
き
だ
。
藤
久
保
中
学
校
の
廃
止

な
ど
も
審
議
会
で
話
し
合
う
の
か
。

答

学
校
教
育
課
　
そ
の
こ
と
も

含
め
て
協
議
し
て
い
く
。

国
の
推
し
進
め
る
学
校
統

廃
合
は
止
め
る
べ
き

問

国
は
、
教
育
予
算
を
減
ら
す

た
め
に
学
校
の
統
廃
合
を
進
め
る

よ
う
に
地
方
自
治
体
へ
手
引
き
書

ま
で
出
し
て
推
し
進
め
て
い
る
。

今
、
行
う
こ
と
は
統
廃
合
で
は
な

く
、
教
員
を
増
や
す
こ
と
や
25
人

学
級
と
す
る
こ
と
だ
。
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答

町
長
　
国
の
方
針
で
は
な
く
、

町
と
し
て
将
来
を
見
据
え
な
が
ら

統
廃
合
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
多
額
な
税
金
を
使
っ
た
三
芳
ス

マ
ー
ト
I
C
へ
の
大
型
車
の
通

行
は
止
め
る
こ
と
に
つ
い
て

学校の統廃合はやめよ学校の統廃合はやめよ

問

延
長
保
育
の
受
け
入
れ
は
検

討
で
き
な
の
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
　
今
後
検
討

が
必
要
と
認
識
は
し
て
い
る
。
今

年
度
実
施
す
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
策
定
に
向
け
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
も
ご
意
見
を

伺
い
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問

昼
食
を
民
間
に
委
託
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
　
夏
休
み
期

間
中
週
一
回
、
副
食
を
提
供
し
て

い
る
。

問

民
間
委
託
に
つ
い
て
検
討
し

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
　
委
託
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
検
討
を
し
た

こ
と
は
無
い
が
、
検
討
す
る
こ
と

を
視
野
に
入
れ
て
考
え
て
も
よ
い

と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
応
援
す
る
祖
父
母

問

子
育
て
支
援
で
他
の
自
治
体

で
は
、
祖
父
母
も
子
育
て
支
援
に

参
加
す
る
為
の
孫
育
て
手
帳
等
が

作
成
さ
れ
て
い
る
が
三
芳
町
で
は

存
在
す
る
の
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
　
現
在
作
成

さ
れ
て
い
な
い
。

問

作
成
し
て
い
く
予
定
は
あ
る

の
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
　
作
成
予
定

は
な
い
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

周
産
期
ケ
リ
ー
フ
ケ
ア

問

赤
ち
ゃ
ん
の
流
産
・
死
産
等

を
経
験
さ
れ
た
方
の
ケ
ア
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。

答

健
康
増
進
課
　
今
年
度
か
ら

８
ヶ
月
頃
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
状

況
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
。

問

利
用
で
き
る
制
度
や
相
談
窓

口
・
ケ
ア
体
制
は
。

答

健
康
増
進
課
　
窓
口
で
の
相

談
や
訪
問
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

専
門
的
な
窓
口
と
し
て
、
町
の
女

性
相
談
や
埼
玉
県
の
相
談
窓
口
を

利
用
で
き
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て
②
教

育
委
員
会
に
つ
い
て
③
教
育
大
綱

策
定
に
つ
い
て

学童保育について
三芳みらい

長野真寿美
 なが の ま す み

定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？
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問

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
整
備

等
事
業
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
施

設
の
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

担
当
課
と
各
所
管
課
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
を

交
え
平
面
プ
ラ
ン
の
設
計
協
議
を

実
施
し
て
い
る
。

問

７
月
21
日
の
藤
久
保
小
学
校

説
明
会
の
参
加
人
数
は
。

答

学
校
教
育
課
　
25
名
の
参
加

だ
っ
た
。

問

平
日
金
曜
日
の
15
時
か
ら
行

わ
れ
た
。
説
明
会
を
開
く
き
っ
か

け
と
な
っ
た
工
事
中
３
年
間
の
校

庭
が
使
用
で
き
な
い
事
、
そ
の
間

の
外
遊
び
や
健
康
維
持
問
題
が
何

も
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
説
明

会
の
意
図
が
保
護
者
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
は
。

答

学
校
教
育
課
　
保
護
者
へ
の

案
内
文
な
の
で
事
業
の
説
明
会
と

し
、
校
庭
の
こ
と
な
ど
詳
細
は
当

日
説
明
し
た
。

問

保
護
者
か
ら
、
働
い
て
い
る

人
の
事
も
考
え
、
曜
日
や
時
間
の

設
定
を
し
て
欲
し
か
っ
た
。
校
庭

の
問
題
や
振
動
の
説
明
を
す
る
な

ど
も
具
体
的
に
示
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
、と
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答

学
校
教
育
課
　
当
日
参
加
で

き
な
か
っ
た
人
に
は
実
施
内
容
を

H
P
で
公
表
し
、
進
捗
状
況
を

踏
ま
え
説
明
会
を
実
施
す
る
旨
を

案
内
文
に
し
て
配
布
し
た
。

問

工
事
中
は
校
庭
が
使
え
な
く

な
る
が
代
替
案
は
考
え
た
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
学

校
西
側
の
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
横
の

土
地
を
借
り
る
覚
書
を
取
り
交
わ

し
た
。

芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

問

町
に
と
っ
て
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
む
文
化
政
策
は
不
可
欠
だ
が

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答

町
長
　
世
界
の
芸
術
文
化
都

市
は
ど
こ
も
歴
史
が
あ
り
町
も
同
じ

と
考
え
る
、
目
標
は
①
芸
術
文
化
と

の
出
会
い
　
②
芸
術
を
目
指
す
人
の

育
成
と
心
の
中
で
芸
術
文
化
を
膨
ら

ま
せ
る
事
　
③
文
化
を
継
承
し
他
と

も
交
流
し
て
い
く
こ
と

子どもの学校生活を守れ増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

三芳スマートICの交通安全は本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党

　
三
芳
ス
マ
ー
ト
I
C
の
フ
ル

化
開
通
が
見
え
て
き
た
。
歓
迎
す

る
声
が
聞
か
れ
る
一
方
で
交
通
安

全
や
渋
滞
な
ど
心
配
す
る
声
も
多

く
聞
か
れ
る
。

問

フ
ル
化
開
通
は
ま
ず
普
通
車

の
み
で
状
況
を
確
認
し
て
は
。

答

町
長
　
こ
れ
ま
で
安
全
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
供
用
開
始

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

開
通
後
問
題
が
起
き
た
ら
速

や
か
に
対
処
で
き
る
か
。

答

町
長
　
問
題
が
発
生
し
た
ら

適
切
な
対
応
策
を
講
じ
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

問

現
状
、
町
と
し
て
の
支
援
体

制
は
十
分
か
。

答

福
祉
課
　
医
療
的
ケ
ア
児
等

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
の
協
力

を
得
な
が
ら
支
援
を
進
め
て
い
る
。

十
分
と
考
え
る
。

問

18
歳
以
上
の
医
療
的
ケ
ア
者

へ
も
対
応
が
で
き
る
か
。

答

福
祉
課
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
組
み
立
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。

問

５
年
後
を
目
途
と
し
た
支
援

セ
ン
タ
ー
の
市
町
村
移
行
へ
の
対

応
は
。

答

福
祉
課
　
県
、
医
療
的
ケ
ア

児
等
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
検

討
し
て
い
く
。

町
の
環
境
行
政
に
つ
い
て

問

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
や
ア
ラ

イ
グ
マ
な
ど
の
特
定
外
来
生
物
に

つ
い
て
の
住
民
周
知
は
。

答

環
境
課
　
環
境
を
守
る
こ
と

は
重
要
な
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
情
報
提
供
し
て
い
く
。

問

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
へ
の
補
助
制
度
を

創
設
し
て
は
。

答

環
境
課
　
ど
う
ぶ
つ
基
金
の

活
用
に
よ
り
Ｔ
Ｎ
Ｒ
チ
ケ
ッ
ト
の

行
政
枠
の
取
得
に
取
り
組
ん
で
い

く
。問

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
向
け
気
候
市
民
会
議
を
設

置
し
て
は
。

答

環
境
課
　
先
進
自
治
体
の
取

り
組
み
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

アライグマによる被害がアライグマによる被害が
増加中増加中

公開された藤久保拠点施設建物模型公開された藤久保拠点施設建物模型

ズバリ！町政を問う 一 般 質 問
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小中体育館へのエアコン導入決定久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

問

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況
は
。

答

自
治
安
心
課
　
庁
舎
、
公
民

館
等
、
公
共
施
設
に
63
台
。

問

上
富
に
あ
る
株
式
会
社
Ｍ
Ⅰ

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ⅰ
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の

寄
贈
が
あ
り
、
企
業
と
町
を
繋
げ

た
当
事
者
と
し
て
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。
協
定
内
容
は
。

答

自
治
安
心
課
　
レ
ン
タ
ル
期

間
が
終
了
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
を
有

効
活
用
し
、
防
犯
活
動
に
寄
与
す

る
た
め
寄
贈
し
て
頂
く
。

問

複
数
世
帯
で
の
設
置
申
請
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
そ
の
他
の
近

隣
社
会
」
に
含
ま
れ
る
か
。

答

自
治
安
心
課
　
基
本
は
団
体

だ
が
形
態
が
多
様
化
し
て
る
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
管
理
が
可

能
か
を
基
準
に
考
え
た
い
。

問

今
後
の
設
置
計
画
は
。

答

自
治
安
心
課
　
ま
ず
は
要
望

あ
っ
た
学
校
や
公
園
に
56
台
。

問

子
ど
も
達
の
登
下
校
の
通
学

路
等
に
も
設
置
を
進
め
て
は
。

答

町
長
　
寄
贈
に
大
変
感
謝
し

て
い
る
。
少
し
で
も
多
く
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
安
心
安
全
な
三

芳
町
を
P
R
し
た
い
。
学
校
関

係
も
協
議
し
て
進
め
た
い
。

問

町
内
小
学
校
で
寄
贈
頂
い
た

企
業
へ
社
会
科
見
学
を
行
っ
て
い

る
。
継
続
拡
充
の
考
え
は
。

答

学
校
教
育
課
　
継
続
す
る
。

加
え
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
学
校
設
置

時
、
全
児
童
の
防
犯
意
識
を
醸
成

す
る
学
び
を
工
夫
し
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み

問

マ
イ
ボ
ト
ル
等
の
推
進
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
関

係
各
課
と
連
携
し
一
人
一
人
が
出

来
る
事
か
ら
取
組
み
た
い
。

問

学
校
給
食
の
牛
乳
を
ス
ト

ロ
ー
レ
ス
容
器
に
検
討
し
て
は
。

答

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
時
間

は
か
か
る
が
直
飲
み
す
る
容
器
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
を
検
討
し
て
は
。

答

環
境
課
　
住
民
へ
の
意
識
付

け
が
期
待
出
来
る
。
要
検
討
。

問

話
し
た
言
葉
が
画
面
表
示
さ

れ
る
機
器
等
を
導
入
し
、
窓
口
の

意
思
疎
通
を
支
援
し
て
は
。

答

福
祉
課
　
ア
プ
リ
対
応
済
。

7 月 25日に行われた防犯カ7月25日に行われた防犯カ
メラ寄贈に関する協定締結式メラ寄贈に関する協定締結式

安心安全に繋がる防犯カメラ設置小 松 伸 介
 こ まつ しん すけ

公明党

定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

問

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
持
ち
込
み

許
可
し
て
い
る
学
校
と
、
し
て
な

い
学
校
が
あ
る
が
理
由
は
。

答

学
校
教
育
課
　
容
器
の
処
分

等
の
指
導
の
徹
底
が
出
来
て
い
な

い
こ
と
が
課
題
と
な
り
許
可
し
て

い
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

問

町
内
小
中
学
校
８
校
、
全
校

足
並
み
を
揃
え
た
偏
り
の
な
い
対

応
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
参
考
ま

で
に
早
い
学
校
で
は
い
つ
頃
許
可

し
て
い
た
の
か
。

答

学
校
教
育
課
　
１
年
ほ
ど
前

に
許
可
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

問

「
三
芳
町
学
校
施
設
個
別
施

設
計
画
」
で
は
令
和
８
年
か
ら
令

和
11
年
の
４
年
間
で
藤
久
保
小
学

校
を
除
く
、
小
中
学
校
７
校
の
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

計
画
だ
が
、
近
年
の
災
害
級
の
猛

暑
を
考
え
る
と
令
和
８
年
か
ら
の

整
備
で
は
遅
す
ぎ
る
。
災
害
時
の

避
難
場
所
と
い
う
こ
と
、
子
供
た

ち
の
健
康
面
を
考
え
て
も
エ
ア
コ

ン
設
置
時
期
の
見
直
し
、
大
幅
な

整
備
時
期
の
前
倒
し
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
出
来
な
い
か
。

答

教
育
総
務
課
　
ご
指
摘
の
通

り
令
和
８
年
か
ら
令
和
11
年
の
４
年

間
で
整
備
す
る
計
画
だ
が
近
年
の
猛

暑
や
指
定
避
難
所
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
令
和
６
年
度
、
令

和
７
年
度
の
２
か
年
で
藤
久
保
小
学

校
を
除
く
小
中
７
校
を
工
事
す
る
方

針
を
内
部
で
決
定
し
て
い
る
。

問

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ
れ

る
よ
う
な
大
規
模
災
害
時
に
蓄
電

機
能
の
あ
る
機
器
等
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
機
器
自
ら

発
電
し
停
電
や
、
避
難
所
で
は
必

須
の
動
力
源
と
し
て
機
能
す
る
機

器
の
導
入
等
は
。

答

教
育
総
務
課
　
有
事
の
際
に

電
気
の
供
給
が
止
ま
っ
て
も
空
調

が
稼
働
す
る
熱
源
が
ガ
ス
の
Ｇ
Ｈ

Ｐ
エ
ア
コ
ン
、
自
立
運
転
機
能
の

付
い
た
機
種
の
導
入
を
検
討
。
ま

た
燃
料
備
蓄
の
た
め
ガ
ス
を
貯
蔵

す
る
バ
ル
ク
タ
ン
ク
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
空
き
家
対
策
②
熱
中
症
対
策
③
三

芳
バ
ザ
ー
ル
賑
わ
い
公
園
に
つ
い
て

小中学校体育館へのエアコン小中学校体育館へのエアコン
機器の早期導入決定！機器の早期導入決定！
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三芳町議会の意思を意見としてまとめた文書のことで、地方自治法に基づいて、
国会または関係行政庁に対して提出することができます。意見書とは？

意

見

書

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外

自
家
血
注
入
療
法
）
に
対
す
る
適

正
な
診
療
上
の
評
価
等
を
求
め
る

意
見
書

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療
法
で
あ
る
ブ

ラ
ッ
ト
パ
ッ
チ
療
法
は
平
成
28
年
保
険
適

用
と
な
っ
た
が
、
こ
の
疾
患
に
つ
い
て
は

未
だ
統
一
的
な
診
断
や
治
療
の
基
準
が
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
医
療
の
現
場
で
混
乱
が

生
じ
て
い
る
。
す
べ
て
の
患
者
が
等
し
く

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
脳
脊
髄
液
減
少

症
の
算
定
要
件
や
診
療
上
の
評
価
の
改
定

を
求
め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実

施
を
求
め
る
意
見
書

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類

移
行
後
、
感
染
者
数
の
状
況
が
不
透
明
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
傾
向
や
新
た
な
感

染
症
対
応
の
た
め
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
を
全
国
の
下
水
処
理
場
で
実
施
す
る
こ

と
で
、
感
染
規
模
や
増
減
傾
向
も
把
握
で

き
る
と
考
え
る
。
早
急
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

同
意
し
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
選
出

に
同
意
し
ま
し
た
。

同
意
第
６
号

三
芳
町
教
育
委
員
会
委
員

 

池
上
　
善
一 

氏

同
意
第
７
号

三
芳
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

 

船
津
　
輝
佳 

氏

令和５年第２回
入間東部地区事務組合議会定例会

　令和４年度の決算審議が行われ、賛成総員で
認定されました。
歳入　45億 8530万 8487円（12.3％増）
歳出　44億　987万 1359円（13.0％増）
実質収支額　１億 7543万 7128円
【構成市町の負担金】
　２市１町の消防・救急、し尿処理、しののめ
の里は各自治体が 72.4％（令和４年度）の費
用を負担することで成り立っています。

令和４年度負担金 増減率
三芳町 ６億 7045万 1547円 2.8％
富士見市 13億　273万 1222円 4.6％
ふじみ野市 13億 4616万 8231円 4.1％

計 33億 1935万 1000円 4.1％

【職員給与費】
　歳出の多くを職員人件費が占めています。
・事務局職員給与費（８名）　5318万 9532円
・�消防関係職員（一般職 284 名・再任用職員
９名）　18億 7845万 5945円
・他に消防団、管理者、議員、委員の報酬など
【増え続ける救急出場】
　119番受信件数・火災件数・救急出場件数・
救助出場件数

令和４年中 令和３年中 増減
119番受信件数 ２万 3629件 ２万　328件 3301件
火災総数 39件 58件 △ 19件
救急出場件数 １万4970件 １万2086件 2884件
救助出場件数 265件 275件 △ 10件

三芳町消防団第４分団車庫の改修工事が行われ三芳町消防団第４分団車庫の改修工事が行われ
ました。（1364万円）ました。（1364万円）
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三
芳
町
は
日
本
及
び
世
界
農
業

遺
産
、
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

三
つ
の
認
定
・
登
録
を
受
け
た
稀

有
な
自
治
体
。
山
林
等
へ
の
ゴ
ミ

不
法
投
棄
問
題
を
解
決
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
。

問

日
本
で
唯
一
と
思
わ
れ
る
不

法
投
棄
処
分
２
分
の
１
補
助
制
度
。

申
請
を
待
つ
の
で
な
く
サ
ポ
ー
ト

す
べ
き
で
は
。

答

環
境
課
　
申
請
が
前
提
だ
が

丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
。

問

雑
草
除
去
の
条
例
改
正
は
。

答

観
光
産
業
課
　
現
時
点
で
条

例
改
正
の
予
定
は
な
い
。

問

不
法
投
棄
を
即
処
理
す
る
専

門
部
署
の
設
置
は
。

答

環
境
課
　
理
解
で
き
る
が
法

の
趣
旨
が
あ
り
議
論
が
必
要
。

問

不
法
投
棄
抑
止
制
度
を
全
国

15
の
世
界
農
業
遺
産
関
係
76
市
町

村
の
環
境
保
全
条
例
を
調
べ
た
が
、

な
い
。
た
だ
佐
渡
市
、
能
登
半
島

の
輪
島
市
等
が
不
法
投
棄
監
視
員

の
設
置
、
伊
豆
市
等
で
は
監
視
カ

メ
ラ
貸
出
し
、
ま
た
佐
渡
市
等
が

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
設
置
を
し
て
い
る
。

抑
止
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

関
係
者
の
意
見
が
一
番
大
事
だ
が
、

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

答

町
長
　
私
も
即
撤
去
し
た
い
。

美
し
い
自
然
が
あ
り
、
お
も
て
な

し
の
心
で
恥
ず
か
し
く
な
い
環
境

に
し
た
い
。
ま
た
美
し
い
自
然
は

芸
術
文
化
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

日
本
の
代
表
と
し
て
、
い
つ
訪
問

が
あ
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
早
急
に

対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

公
共
交
通
計
画
策
定

問

早
く
進
め
て
ほ
し
い
。
新
座

市
・
富
士
見
市
等
と
同
様
に
担
当

を
移
し
た
ら
ど
う
か
。

答

町
長
　
確
か
に
集
中
し
て
い

る
。
す
ぐ
に
機
構
改
革
は
出
来
な

い
が
、
努
力
し
た
い
。

問

交
通
が
発
達
し
て
い
る
東
京

で
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
経
費
は
一
人

２
１
０
０
０
円
。
町
が
や
っ
て
も

高
く
は
な
い
の
で
は
。

答

政
策
推
進
室
　
既
存
バ
ス
と

町
の
新
バ
ス
と
の
共
存
等
課
題
が

多
い
が
、
研
究
し
た
い
。

世界農業遺産とゴミ不法投棄処理光 下 重 之
 みつ した しげ ゆき

日本共産党

問

町
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
火
災
予
防
対
策
は
。

答

自
治
安
心
課
　
令
和
４
年
か

ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

問

平
成
20
年
６
月
か
ら
町
で
は

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
と

な
っ
た
。
そ
の
設
置
の
徹
底
が
急

務
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

自
治
安
心
課
　
入
間
東
部
地

区
消
防
と
連
携
を
し
て
普
及
に
努

め
た
い
。

問

火
災
警
報
器
の
町
内
の
設
置

状
況
は
。（
設
置
の
割
合
）

答

自
治
安
心
課
　
行
政
区
を
限

定
し
た
調
査
に
よ
る
と
52
％
か
ら
、

91
％
に
な
っ
て
い
る
。

問

住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
補

助
金
交
付
申
請
の
件
数
は
。

答

自
治
安
心
課
　
令
和
４
年
度

18
件
、
令
和
５
年
度
は
こ
こ
ま
で

４
件
と
な
っ
て
い
る
。

問

火
災
警
報
器
購
入
補
助
交
付

金
に
つ
い
て
年
間
予
算
は
。

答

自
治
安
心
課
　
年
50
万
円
。

問

年
間
予
算
よ
り
利
用
者
が
大
分

少
な
い
が
、設
置
推
進
の
取
り
組
み
は
。

答

自
治
安
心
課
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
広
報
誌
・
チ
ラ
シ
な
ど
。

問

中
々
設
置
が
進
ま
な
い
理
由

は
、
何
か
。

答

自
治
安
心
課
　
設
置
済
み
か
、

未
設
置
の
住
宅
な
の
か
認
識
出
来

て
い
な
い
の
と
周
知
も
ま
だ
足
り

て
い
な
い
所
が
あ
る
。

問

消
防
団
、
行
政
連
絡
区
、
消
防

署
な
ど
と
協
力
し
て
、
申
請
も
含
め

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
火
災
警
報
器
を
取

り
付
け
る
取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
。

答

自
治
安
心
課
　
な
か
な
か
難

し
い
が
、
検
討
し
て
い
く
。

問

予
算
の
枠
内
で
無
料
で
地
区

ご
と
に
順
番
に
取
り
付
け
て
行
き
、

火
災
死
亡
者
ゼ
ロ
の
町
、
火
災
警

報
器
取
り
付
け
率
百
％
の
町
を
目

指
し
た
ら
ど
う
か
。

答

自
治
安
心
課
　
保
障
問
題
等

を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
実
施
を
検

討
し
て
行
き
た
い
。
　
　

そ
の
他

①
火
災
被
災
者
へ
の
町
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
。
②
消
防
団
に
つ
い

て
。
③
世
界
農
業
遺
産
認
定
後
の

計
画
に
つ
い
て
。

火災予防対策等について細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

三芳町住宅用三芳町住宅用
火災警報器購火災警報器購
入補助金入補助金

住宅用火災警報住宅用火災警報
器取り付けは義器取り付けは義
務です！（消防）務です！（消防）
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◦所管��
　議会の運営に関する事項
　委員会に関する事項
　議長の諮問に関する事項

◦定数��
　６名

◦今期（２年間）の協議内容��
　議会改革として…
　通年議会
　政策検討サイクル
　議場のモニター設置等の整備
　（傍聴者の対応含む）
　議員定数
　議員報酬

◦左記協議事項の調査のため��
10 月 17日　�茨城県鉾田市議会・茨城県笠間

市議会視察
10月 18日　宮城県柴田町議会視察

　更なるペーパーレス化の推進、議場での傍聴
者・障がい者対応としてのデジタル化の整備、
当町の規模に見
合った議員定数、
活動に見合った報
酬等協議します。

議会運営委員会

議会広報広聴常任委員会

わかりやすい�住民視点の議会だより�つくります

身近な議会�ふれあい座談会�開催します

◦役割と定数��
　議会の活動を住民にお知らせすること
　住民の意見を幅広く聴き議会活動に活かすこと
　定数は８名

◦今後の活動��
　11 月８日（水）愛知県東郷町議会
　11月９日（木）�静岡県伊豆市議会を視察予定
　先進的な議会だより�議会報告会�議会モニ
ター等の取組みを調査し三芳町議会に活かして
いきます。

委員会説明
　常任委員会は町の行政サービスの内容などを調査し、改善のための提案をします。また、住民から
の請願や陳情を専門的な視点から審査・調査を行い、町政をより良くしていく役割を果たしています。
　議会運営委員会は、三芳町議会を効率よく、円滑に運営するために設置された委員会です。いわば、
議会の司令塔の役割を果たしています。
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委員会活動報告

◦所管��
　政策推進室、秘書広報室、総務課、財政デジ
タル推進課、施設マネジメント課、税務課、自
治安心課など。

◦定数��
　８名
　令和５年４月の改選後、新メンバーとなりま
した。今後２年間、全員で一丸となり活動して
いきます。

◦協議内容��
　平時の防災及び減災活動、公共交通、公共施
設について、空家・定住促進、など調査・研究
を進めます。

◦今後の活動は��
11 月 10日� �上富小学校・三芳小学校の防災

倉庫の視察調査を行います。
� �（倉庫の周辺の様子、備蓄の内容・

状況を確認。）

◦定数��
　８名

◦今期の調査事項��
　住民福祉の向上・子どもたちの学びや成長の
環境整備充実を目指して参ります
　高齢者福祉について
　こども支援について
　学校教育について
　環境問題について

◦報告��
令和５年７月 13日
　通学路の安全対策の進捗状況を確認のため聞
き取り調査を実施。

令和５年８月４日
　「災害時における医療的ケア児の避難支援に
ついて」町の現状の聴き取り調査の実施。
令和５年８月８日
　「災害時における医療的ケア児の避難支援の
体制整備を求める要望書」を町に提出。

総務常任委員会

厚生文教常任委員会

防災倉庫点検防災倉庫点検
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災
害
時
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援
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援
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療
的
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児
）
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が

わ
か
り
町
民
と
し
て
良
い
学
び
に
な
っ

た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
。
き
め
細

か
い
仕
組
つ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
「
前
に
進
み
た
い
」
と
い
う
思

い
だ
け
で
な
く
実
際
に
役
に
立
つ
仕
組

み
に
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。
子
育
て

困
っ
て
い
る
方
が
教
育
、
介
護
等
緊
急

性
感
じ
ま
す
。
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
マ
イ
ク
の
せ
い
か
役
場
の
回
答
が
声

き
な
い
か
。
町
民
と
し
て
。
時
間
内
質

問
を
少
し
オ
ー
バ
ー
し
て
も
い
い
の
で

は
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
マ
イ
ク
の
せ
い
か
回
答
の
声
が
小
さ

く
て
聞
き
づ
ら
か
っ
た
。
も
う
少
し

は
っ
き
り
と
聞
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
応
答
が
「
委
員
さ
ん
の
方
で
」
「
検

討
し
ま
す
」
「
現
時
点
で
は
」
な
ど
、

質
問
に
対
し
て
の
ら
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。
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あ
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何
か
改
善
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で
き
な
い
か
？

本会議や委員会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。

※一部抜粋を含む

傍聴席から

傍聴人数
本会議 YouTube視聴回数

令和５年　第５回定例会
８月28日	 議案審議 ２人 163
８月29日	 一般質問 ８人 33
８月31日	 一般質問 ５人 128
９月１日	 一般質問 11人 19
９月４日	 一般質問 ０人 4
９月20日	 議案審議 ２人 21
合　　計 28人 368

委員会 YouTube視聴回数
８月30日	 議会広報広聴常任委員会 ０人
９月５日	 全員協議会 １人
９月５日	 総務常任委員会 １人
９月７日	 決算特別委員会 ２人 129
９月８日	 決算特別委員会 99
９月11日	 決算特別委員会 １人 186
９月12日	 決算特別委員会 23
９月13日	 厚生文教常任委員会 １人
９月19日	 議会運営委員会 １人
合　　計 ７人 437
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令和５年第５回定例会　審議結果
議
員
名

結
果
　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
池
上
　
義
典

細
谷
　
光
弘

長
野
真
寿
美

林
　
　
善
美

細
田
　
三
恵

光
下
　
重
之

増
田
　
磨
美

本
名
　
　
洋

内
藤
美
佐
子

小
松
　
伸
介

桃
園
　
典
子

久
保
　
健
二

牛
丸
　
藍
子

菊
地
　
浩
二

吉
村
美
津
子

報告
令和４年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ

令和４年度三芳町下水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ

令和４年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ

同意・その他
三芳町道路線の認定について 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

補正予算
令和５年度三芳町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○×

令和５年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和５年度三芳町下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和５年度三芳町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

決算認定
令和４年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○×××議

長○○○○○×

令和４年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○×××議
長○○○○○○

令和４年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○×××議
長○○○○○×

令和４年度三芳町下水道事業会計決算認定について 原案認定 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案認定 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

陳情・要望
宗教によって差別されることのない、公平公正な行政サービスを求める陳情 配布のみ

核も戦争もない平和な二十一世紀を求める要望書 配布のみ
意見書
ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評
価等を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○×

下水サーベイランス事業の実施を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○××××

公職選挙法における居住要件の改正を求める意見書について 否決 ×××××○○○議
長××○○○×

教員の労働環境の抜本的改善を求める意見書について 否決	
（議長裁決）×××××○○○×××○○○○

○賛成　×反対■議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。

表紙写真のご紹介

　4年ぶりの開催となった世界一のいも掘りまつり。
　笑顔のお子さんと手をつないで参加される親子連れなど、会場
はほのぼのとした空気にあふれていました。小学校前の交流広場
では、協働のまちづくりのみなさんの「いもづるリース」作りが
行われ、廃棄される芋のつるが素敵なリースに変身し感動の声で
賑わっていました。
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　国際交流事業として姉妹都市であるマレーシアぺタリンジャ
ヤ市開催「第１回アジアユースフォークロアフェスティバル
2023」にご招待いただき、議会から議長を含め４名の議員が
参加！（令和５年６月定例会にて可決した国際交流事業　往復
旅費 188,000 円／ 1名）

　９/23～ 24日のフェスティバルでは、三芳町のダ
ンスチーム「百花繚乱」がソーラン節やよさこいなど
の楽曲を用いたパフォーマンスを華麗に披露。芸術文
化を通じて若者たちが一つになった感動のステージで
した。また、早朝７時スタートのハーフマラソンでは、
議長もスターターを務めました。

　その後開催された市長と各国代表との円卓会議
に議員４名も出席。SDGs 及び人々が集う魅力あ
る街づくりについてのプレゼンテーションや意見
交換が行われました。

　ぺタリンジャヤ市での５日間、４名の議員はフェスティ
バルへの参加だけではなく、学校訪問及び教員・子供たち
との交流、市のスタッフや議員との意見交換、マレーシア
パラリンピック委員会やデフリンピック協会の皆様との語
らいなど、多くの交流事業を無事務めさせて頂きました。
　この訪問を通じて、改めて国際交流・姉妹都市交流の意
義や、交流により三芳町の教育や文化芸術の発展に得るも
のが多いと確信しました。これからもぺタリンジャヤ市と
三芳町との交流が続いていくことを期待します。

国際交流事業レポート国際交流事業レポート（９月21日～９月 27日）（９月 21日～９月 27日）

議員と交流議員と交流

三芳町のモニュメント三芳町のモニュメント
左から左から
小松議員、久保議員、小松議員、久保議員、
内藤議長、細田議員内藤議長、細田議員

2012年の記念植樹2012年の記念植樹

円卓会議円卓会議

ぺタリンジャヤ市長表敬訪問

9/23〜24 フェスティバル開催 百花繚乱のパフォーマンス
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避難訓練を実施しました

余熱利用施設「エコパ」
バーデプール天井改修工事

　９月４日（月）一般質問終了後、議場から
の避難訓練を実施しました。現在の避難行動
マニュアルを見直し、議員は各々の役割を事

前に確認した上で傍聴席の方々を誘導しなが
ら１階のロビーまで安全に避難しました。

　建築時に耐震で既存不適格であった天井を
改修しました。
　天井の構造を変更し、軽量の天井材を使用
し、安全性の向上を図りました。

シェイクアウト 階段を避難中 避難者の確認

3195万 5000 円
三芳町負担分約 523万円

◦令和４年度三芳町利用者数
　優待者� 19,026 人� 98％
　一般者� 389 人� ２％
　合　計� 19,415 人
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９
月
定
例
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、
８
月

28
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で

日
程
通
り
、
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日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会

は
、
令
和
４
年
度
決
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決
算
特
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員
会
に
て
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審
査
が
行
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ま
し
た
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
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類
か
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５
類

へ
移
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な
り
、
行
政
、
地
域
で
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事

業
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イ
ベ
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気
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催
さ
れ
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い
ま
す
。
み
よ
し
ま
つ
り
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
祭
り
で
の
結
び
の
花
火
も
盛
大
に

打
ち
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
皆
様
も
感
動

さ
れ
心
に
残
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
三
芳
町
議
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
座

談
会
を
10
月
21
日
（
土
）
に
３
会
場
に

て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
会
場
へ

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
芳
町
議

会
と
し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
期
待
に
お

応
え
し
て
い
く
た
め
に
も
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
新
体
制

の
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、

親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
、
見
や
す
い

議
会
だ
よ
り
編
集
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

�

（
副
委
員
長　

池
上
）

編集
後記

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サイト
YouTube 上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み
込むか、右記QRコードにアクセスしてくだ
さい。 三芳町議会

中継ページ

朗読ボランティア
「けやき」の皆さん
が朗読したものを
三芳町議会ウェブ
サイトで聴くことが
できます。

議会
だより�の声次の議会定例会は

開会の予定です
12 月 1 日（金）

　9月 13 日午後ヴァイオリンとヴィオラによる
二重奏が役場 1階ロビーに奏でられました。
　弦楽器2本からは想像できないほど深い音色が
広がり、音楽の
魅力がたくさん
詰まったコン
サートでした。

橘
和
美
優
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

岡
田
桃
佳
さ
ん
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）

ロビーコンサートロビーコンサート
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